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委
員
長　

太
田
淳
一

H29 H30 H31 H32 H33

激変緩和の
ための補填額 675,813 486,000 458,760 397,430 332,168

年度末
基金残高 1,905,852 1,469,852 1,061,092 713,662 431,494

【今後の南相馬市国保財政の試算】
単位：千円

【南相馬市国民健康保険特別会計】

歳出見込額歳出見込額
12,545,20112,545,201千円千円

歳入見込額歳入見込額
12,545,20112,545,201千円千円

保険給付費保険給付費
7,342,3257,342,325千円千円

基金積立金基金積立金
667,167667,167千円千円

その他その他
4,535,7094,535,709千円千円

国庫支出金国庫支出金
5,151,5505,151,550千円千円

国民健康保険税国民健康保険税
356,991356,991千円千円

繰越金繰越金
1,180,3831,180,383千円千円

その他その他
5,856,2775,856,277千円千円

区　分 平成28年度（改正前） 平成29年度（改正後）
医療費分 6.75％ 5.80％
後期高齢者支援分 2.50％ 1.80％
介護納付金分 1.75％ 1.30％

区　分 平成28年度（改正前） 平成29年度（改正後）
医療費分 10.00％

廃 止後期高齢者支援分 2.00％
介護納付金分 2.50％

【平成２８年度（改正前）及び
平成２９年度（改正後）の税率】
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H29 H30 H31 H32 H33 H34～

今回実施した「南相馬市国保財政の試算」の範囲

傾斜は、医療費の自然増に伴う課税所要額の増。

被保険者一人あたりの課税所要額（伸び率３％）と
被保険者数（伸び率△２％）を乗じて推計。

激変緩和補填額の財源は、基金の取崩し分
と充当可能な繰越金を想定。

各年度の課税所要額に対する「国保税課税額」と
「激変緩和補填額」の関連性イメージ図

激
変
緩
和
補
填
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国
保
税
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込
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課
税
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額

〔所得割額〕

〔資産割額〕
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平成29年6月定例会で意見が分かれた議案
議　員　名

議案等の名称

議
決
結
果

友　和　会 改革クラブ 尚友会 日本共産党
議員団 無会派 無会派 無会派 無会派 無会派
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水井
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志賀
稔宗

６
月
定
例
会

市
長
提
案

条　

例

南相馬市国民健康
保険税条例の一部
を改正する条例制
定について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ 退 ○ ○ ○ ○ 退 ○ ╳ ╳ ╳ ○ ○ ○ ○

市
長
提
案

予　

算

平成 29 年度南相
馬市国民健康保険
特別会計補正予算
について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ 退 ○ ○ ○ ○ 退 ○ ╳ ╳ ╳ ○ ○ ○ ○

　○　議決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　■■可　可決　■■否　否決　■■継　継続審査
　○　採決の結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　■■○　賛成　■■╳　反対　■■議　議長　■■欠　欠席　■■退　退席

南
相
馬
市
国
民
健
康
保
険
税
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の
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部
を
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す
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制
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い
て

質　

疑　

基
金
を
積
み
上
げ
る

の
で
は
な
く
税
率
の
引
き
下
げ

に
回
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
っ

た
が
、
市
で
は
、
税
率
を
下
げ

る
と
様
々
な
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
説
明
し
て
き
た
。
今
回
税

率
を
下
げ
る
提
案
で
あ
る
が
な

ぜ
か
。

答　

弁　

震
災
以
降
税
率
を
据

え
置
い
て
き
た
。
今
般
、
平
成

30
年
度
以
降
の
国
民
健
康
保
険

広
域
化
の
内
容
が
示
さ
れ
、
繰

越
金
、基
金
の
残
高
状
況
か
ら
、

引
き
下
げ
て
も
国
保
財
政
に
支

障
が
出
な
い
見
通
し
が
立
っ
た

こ
と
。
さ
ら
に
、
交
付
金
が
減

額
さ
れ
て
も
被
保
険
者
に
対
す

る
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
税
率
の
引
き
下
げ
を

行
っ
た
。

質　

疑　

こ
れ
ま
で
、
市
内
の

一
部
の
方
の
み
に
課
税
し
て
き

た
が
、
今
後
、
今
ま
で
免
除
さ

れ
た
方
に
激
変
緩
和
措
置
と
し

て
基
金
を
使
う
と
い
う
の
は
、

不
公
平
・
不
平
等
を
助
長
す
る

の
で
は
な
い
か
。
思
い
切
っ
て

引
き
下
げ
、
実
際
に
支
払
っ
た

方
に
還
元
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

弁　

19
億
円
余
り
の
基
金

残
高
と
な
っ
て
い
る
が
、
今

回
、
所
得
割
を
下
げ
る
こ
と
で

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
基

金
を
使
い
さ
ら
に
税
率
を
下
げ

れ
ば
、
い
ず
れ
急
激
に
税
率
を

高
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
。
試
算
の
結
果
、
数
年
か
け

基
金
を
用
い
激
変
緩
和
を
図
る

べ
き
と
し
た
。

反
対
討
論　

繰
越
金
が
多
額
に

の
ぼ
る
中
、
な
お
基
金
に
積
み

増
し
て
い
る
。
本
来
で
あ
れ
ば

減
税
す
べ
き
と
こ
ろ
、
僅
か
な

所
得
割
の
軽
減
で
済
ま
そ
う
と

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
不
公
平
感
の
是
正
は

成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
基

金
に
つ
い
て
激
変
緩
和
の
た
め

に
使
う
と
い
う
説
明
も
筋
が

通
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
本
案

に
反
対
。

賛
成
討
論　

基
金
を
取
り
崩

し
、
税
率
を
下
げ
る
べ
き
と
指

摘
し
て
き
た
が
、
年
次
的
に
基

金
を
取
り
崩
す
激
変
緩
和
策
を

含
め
た
本
議
案
を
認
め
る
こ
と

に
よ
り
、
市
民
の
負
担
軽
減
が

図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
猛
省
を

促
し
な
が
ら
も
本
案
に
賛
成
。

　

採
決
の
結
果
、
可
決
。

平
成
29
年
度
南
相
馬
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

質　

疑　

今
般
、
資
産
割
を
廃

止
し
所
得
割
を
引
き
下
げ
応
益

割
は
据
え
置
く
と
の
方
針
が
示

さ
れ
た
。
本
補
正
予
算
で
は
、

一
般
被
保
険
者
分
の
国
保
税
の

歳
入
が
319
万
８
千
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
る
が
理
由
は
。

答　

弁　

被
保
険
者
の
所
得
に

つ
い
て
当
初
予
算
の
段
階
で
は

若
干
厳
し
め
に
積
算
し
た
が
、

所
得
が
昨
年
よ
り
上
が
っ
た
た

め
増
額
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

反
対
討
論　

減
税
と
し
て
返
す

最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
が
、

殆
ど
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
な

い
。
一
部
の
方
に
国
保
税
が
課

せ
ら
れ
差
別
感
を
増
す
内
容
で

あ
る
こ
と
か
ら
、本
案
に
反
対
。

賛
成
討
論　

不
公
平
感
が
拭
わ

れ
て
い
な
い
こ
と
は
否
め
な
い

が
、
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

瑕
疵
・
誤
り
は
な
い
と
い
う
観

点
で
本
案
に
賛
成
。

　

採
決
の
結
果
、
可
決
。
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